
午後の部 (伝送交換)平 成 ２ １ 年 度 第 １ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項

１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目

１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目

１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

伝 送 伝１～伝15８ ８ ８ ８ ８

無 線 伝16～伝30８ ８ ８ ８ ８

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換 伝31～伝44８ ８ ８ ８ ８

デ ー タ 通 信 伝45～伝59８ ８ ８ ８ ８

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝60～伝71

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝72～伝75

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)

生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

い｡(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてくださ

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません

二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) その でください。免除科目がある場合は、 科目欄は記入しない

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』

(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んでく専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力

ださい。

試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(6)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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試 験 種 別 試 験 科 目 専門分野

通 信
伝 送 交 換 主 任 技 術 者 専門的能力

電 力

問１ 各種発電方式に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、自家用発電設備について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

事業用電気通信設備を収容するビルにおける自家用電気工作物には、一般に、６００ Ｖ を 

超える電圧で受電する設備、同一構内に設置される内燃力を原動機とする発電設備で出力規模

が (ア) の自家用発電設備などがある。

自家用発電設備は、設置目的別に分類すると、非常用と常用に分けられ、非常用はさらに需

要家が設備を運用するために自主的に設置する保安用と、消防法や (イ) で定められてい

る防災用に分けられる。防災用自家用発電設備は、消火活動の観点から消防法に定める非常電

源や、 (イ) に定める (ウ) や非常用エレベータなどに対する予備電源として、商用

電源からの給電が停止したときのために設置される。

また、電気通信事業法では、第４１条の電気通信設備の維持の規定に基づき定められている

技術基準(事業用電気通信設備規則)において、 (エ) 対策として、自家用発電機の設置な

どが規定されている。電気通信設備としての自家用発電設備は、一般に、長時間予備電源とし

て設置される。

<(ア )～ (エ)の解答群>

① １０ kＷ 未満 ② 電気事業法 ③ 火災報知器 ④ 誘 導 

⑤ １０ kＷ 以上 ⑥ 耐 震 ⑦ 災害救助法 ⑧ 停 電 

⑨ １０ kＶＡ 未満 ⑩ 排煙設備 ⑪ 防 火 ⑫ 誘導灯 

⑬ １０ kＶＡ 以上 ⑭ 都市計画法 ⑮ 建築基準法 

⑯ スプリンクラー設備
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(２) 次の文章は、発電設備の運転方式などについて述べたものである。 内の(オ)～(ク)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) 常用発電設備の運転方式などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ)

である。

＜ ＞(オ)の解答群

① 発電設備とその負荷設備を電力系統と切り離して単独で運転する方式は、自立運

転方式といわれる。

② 電力系統と連系して運転する方式は、系統連系運転方式といわれ、電力系統の電

力品質維持や系統保護などの確保を行う必要がある。

③ 系統連系運転方式は、一般に、自立運転方式と比較して、急激な負荷変動に対す

る電力品質が安定している。

④ 電力系統から発電設備設置者の構内へ向かう有効電力の流れは、逆潮流といわれ

る。

(ⅱ) 常用発電設備の導入方法について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 建物の電力需要が時間帯により大きく変動する場合、電力需要のピーク期間に合わせて発

電設備を運転させる方法は、一般に、ピークカット運転方式といわれる。

Ｂ 建物の電力需要のうち１日を通してベースとなる電力分に対して、発電設備を一定出力で

運転させて不足部分を買電で補う方法は、一般に、ベースロード運転方式といわれる。

Ｃ 電力会社からの電力供給を受けにくい地域に通信用設備を設置する場合、安定的に電力を

供給するために複数の自立電源方式を組み合わせた方法は、一般に、ハイブリッドシステム

といわれる。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) コージェネレーションシステム(ＣＧＳ)の概要などについて述べた次の文章のうち、誤って

いるものは、 (キ) である。

＜ ＞(キ)の解答群

① １種類又は複数種類の燃料から電気や熱など２種類以上のエネルギーを同時かつ、

連続的に得るシステムは、ＣＧＳといわれる。

② ＣＧＳは、一般に、ディーゼルエンジン、ガスエンジン、ガスタービンなどの原

動機、発電機、排熱回収装置、排熱利用機器などから構成される。

③ 電力負荷の変動に追従して発電し、回収された排熱をできるだけ利用して、余っ

たときは放熱する運転方式は、一般に、電主熱従運転といわれる。

④ ガスタービンを利用したＣＧＳでは、温水回収方式により排熱を回収している。

また、ディーゼルエンジンを利用したＣＧＳでは、蒸気回収方式又は温水・蒸気回

収方式により排熱を回収している。

(ⅳ) 非常用発電設備の構成と役割について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) で

ある。

＜ ＞(ク)の解答群

① 非常用発電設備は、一般に、三相交流の電気を発生させる発電機、発電機を駆動

する原動機、原動機を始動する始動装置、発電機に付属する燃料、潤滑油、冷却水、

排気などに関連する付属装置、これらを制御する制御装置などから構成される。

② 原動機は、燃料を燃焼させて得た熱エネルギーを機械エネルギーに変換させる機

関で、ガスタービンでは、熱エネルギーを往復運動に変換しそれを回転運動に変換

して出力し発電機を駆動している。

③ 空気始動方式は、圧縮空気により内燃機関を始動するため、空気槽に蓄えた圧縮

空気を始動電磁弁を経て、ディーゼル機関の場合はシリンダ内に直接供給してシリ

ンダヘッドを押し下げてエンジンを始動し、ガスタービンの場合はエアモータによ

り駆動して始動する方式である。

④ 燃料装置は、燃料を蓄える燃料貯油槽、機関に燃料を送る燃料小出槽、燃料貯油

槽から燃料小出槽に燃料を送る移送ポンプなどから構成される。
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問２ 通信用電力設備における試験方法などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、シール鉛蓄電池の劣化判断のための試験方法、劣化要因などについて述べたもの

である。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記

せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

シール鉛蓄電池は、経年により劣化し蓄電池容量が低下するため、定期的に蓄電池の劣化状

態を把握する必要がある。蓄電池の劣化状態を把握する方法としては、実際に組蓄電池全体又

は電池の一部を (ア) させて、蓄電池容量を試験する方法、蓄電池の内部 (イ) 又は

コンダクタンスを測定して、容量との相関関係から蓄電池容量を算定する方法などがある。

蓄電池が経年劣化する最大の要因は (ウ) の腐食である。蓄電池の (エ) が高い場

合は、 (ウ) での化学変化が急激となり腐食が増大する。したがって、蓄電池の寿命を延

ばすためには、蓄電池の (エ) の管理を適正に実施することが有効である。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 充 電 ② 湿 度 ③ インピーダンス ④ 分 解

⑤ サセプタンス ⑥ 負極板 ⑦ セパレータ ⑧ 短 絡

⑨ 温 度 ⑩ 端 子 ⑪ 放 電 ⑫ 塵 埃
じん あい

⑬ インダクタンス ⑭ 正極板 ⑮ リアクタンス

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

高圧受配電設備の活線診断手法について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① 活線診断手法では、過熱、放電現象などの活線状態で現れる劣化状態をとらえる

ことができる。

② 活線診断手法は、活線状態で測定するため、停電状態にして行う診断と比較して、

連続測定や監視が困難である。

③ 活線診断手法には、クランプ式漏れ電流計による酸化亜鉛形避雷器の漏れ電流測

定のように特定の電気機器の劣化状態を診断するものがある。

④ 活線診断手法には、高圧回路における電流の高調波測定のように電源環境の状態

などを診断するものがある。
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

受電設備の活線診断装置の概要について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 低圧ケーブル又は高圧ケーブルの電流を通電状態のままで測定する場合には、一般に、先

端部に開閉式の変流器などを持つクランプメータが用いられる。

Ｂ 三相交流の相又は相順を調べるためには、一般に、検電器が用いられ、表示方法にはラン

プや音響で表示する方式、円盤の回転で表示する方式などがある。

Ｃ 測定対象に触れることなく温度を測定する場合には、一般に、熱放射の大きさと熱放射体

の温度との相関関係を利用して温度を測定する放射温度計が用いられる。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

高圧ケーブルの試験方法について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 高圧ケーブルの絶縁耐力試験には、心線相互及び心線と大地間に所定の電圧を印加して、

絶縁性能を確認する試験方法がある。

Ｂ 高圧ＣＶケーブルの水トリー劣化活線診断には、ケーブル遮蔽層の接地線に流れる電流の
へい

直流成分の大きさを測定して、良否を判定する方法がある。

Ｃ 使用中の高圧ケーブルの絶縁抵抗測定試験には、切離しが困難ながいしやＰＡＳなどによ
．．．

る影響を極力排除する測定方法として、絶縁抵抗計のＬ端子を被測定箇所に、Ｇ端子を接地

極に、Ｅ端子を接地極から切り離したケーブルシースに接続して測定するＧ端子接地法があ

る。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

アナログ計器とデジタル計器の精度などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① 使用レンジの最大目盛値が１００ Ｖ 許容差０.５ ％ のアナログ計器において、   

測定値が５０ Ｖ のときの許容差は、±０.２５ Ｖ となる。   

② デジタル計器で用いられるｒｄｇはreadingの略で、読み取り値を表している。

③ デジタル計器で用いられるｄｇｔはdigitの略で、最小表示単位である最終桁の

数字を表している。

④ デジタル計器の確度は、一例として、±(０.５％ｒｄｇ＋３ｄｇｔ)などと表す

ことができる。

問３ 交流供給方式に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、並列冗長方式交流電源装置について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

並列冗長方式交流電源装置は、大規模情報処理装置などに対する (ア) の交流電源装置

であり、並列冗長構成により、１台のモジュールインバータが故障により切り離されると、残

されたモジュールインバータで、負荷へ電力供給を継続できる。

さらに、ＡＣスイッチを有する場合、本装置は、モジュールインバータの複数台故障時には、

(イ) に切り替わり、負荷への電力供給を継続できる機能を有している。

また、本装置は、主変換素子に自己消弧形素子である (ウ) を用いた回路構成となって

おり、入力高調波電流を低減するために (エ) を採用した大容量交流電源装置がある。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ＩＧＢＴ ② ＳＣＲ ③ 分散給電方式

④ 定電圧・定電流 ⑤ 転換器 ⑥ インバータ停止待機方式

⑦ 定電流・定周波 ⑧ 商用バイパス ⑨ インバータ運転待機方式

⑩ 定電圧・定周波 ⑪ 電圧補償 ⑫ ＴＲＩＡＣ

⑬ １２相整流方式 ⑭ 負荷分担機能 ⑮ ＦＥＴ
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(２) 次の文章は、ＵＰＳの特徴などについて述べたものである。 内の(オ)～(ク)に適し

たものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。なお、記述内容は、ＪＩＳ

Ｃ４４１１－３：２００４を基にしている。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) バイパスなし単一ＵＰＳにおける常時インバータ給電方式について述べた次のＡ～Ｃの文章

は、 (オ) 。

Ａ 浮動充電方式単一ＵＰＳは、交流入力電源の停電から負荷機器を保護するだけでなく、交

流入力電源と比較して、電圧及び周波数の変動を小さくできる。

Ｂ 専用充電器付き単一ＵＰＳは、整流器とは別に、蓄電池を充電するための専用の充電器を

備えており、蓄電池からはブロッキングダイオードなどを介してインバータ出力との交流リ

ンクを設けている。

Ｃ 直流出力及び交流出力を持つ単一ＵＰＳは、交流無停電電源と同時に直流無停電電源が必

要な場合の複合システムであり、この複合システムの直流出力側にコンバータを用いない場

合、直流リンクの電圧は、直流出力に応じて選定される。

＜ ＞(オ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) バイパスなしラインインタラクティブ方式について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(カ) である。

＜ ＞(カ)の解答群

① 通常運転状態では、交流入力電源から電力インタフェースを経由して得られる交

流入力と双方向コンバータとの直列接続を介して負荷へ給電し、交流出力周波数は、

交流入力周波数に依存する。

② 双方向コンバータは、充電器及びインバータの両方の機能を持った半導体電力変

換装置で、可逆変換が可能な交直変換装置をいう。

③ 交流入力電源の電圧や周波数がＵＰＳの入力許容範囲を外れる場合は、交流入力

を双方向コンバータによって切り離し、電力インタフェース及び蓄電池は放電状態

に切り替わり、負荷へ給電する。

④ 交流入力電源が、ＵＰＳの入力許容範囲を外れ、ＵＰＳの入力許容範囲内に回復

するまでの間、バイパス運転状態で負荷に給電を継続できる。
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(ⅲ) バイパスあり単一ＵＰＳの特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ バイパスあり常時インバータ給電方式は、ＵＰＳ故障、突入電流や事故電流による負荷電

流の過渡変化などでインバータ給電が困難な場合、切換スイッチによりバイパスへ切り替え

ることができる。

Ｂ バイパスあり常時インバータ給電方式は、交流入力電圧と交流出力電圧が異なる場合、バ

イパスに変圧器が必要となる。

Ｃ バイパスありラインインタラクティブ方式は、ＵＰＳ機能ユニット故障の場合、負荷は、

常用電源又は蓄電池から、スイッチなどで構成される電力インタフェースを経由して供給さ

れるバイパスへ切り替えることができる。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅳ) 複数のＵＰＳユニットで構成されるシステムの特徴などについて述べた次の文章のうち、誤

っているものは、 (ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① 並列冗長ＵＰＳは、負荷電力を分担している複数のＵＰＳユニットから構成され、

負荷電力は、ＵＰＳユニット１台を切り離しても、残りのＵＰＳユニットによって

供給される。

② バイパスなし並列冗長ＵＰＳは、一般に、ＵＰＳユニット相互間の同期のための

回路は不要であるが、ＵＰＳユニット相互間の負荷分担のための回路が必要となる。

③ 待機冗長ＵＰＳは、常用ＵＰＳユニットの故障に備えて別のＵＰＳユニットを待

機させておくシステムであり、１台のＵＰＳユニットが故障した場合、負荷への給

電は待機ＵＰＳユニット側に切り替わり、故障したＵＰＳユニットは切り離される。

④ ＵＰＳスイッチには、ＵＰＳユニット又はバイパス出力を、負荷へ接続する又は

負荷から切り離すために用いられるスイッチなどがある。
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問４ 発電装置に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、発電装置の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

発電装置は電気エネルギーを発生させる交流発電機、重油や都市ガスなどの燃料を燃焼させ

て回転エネルギーを得る (ア) 、これらの装置を動作させるための関連付属装置などから

構成される。

交流発電機には、直流励磁による界磁と機械動力による導体の回転運動との相対運動関係に

よって電機子回路に一定 (イ) の電圧を発生させる同期発電機と、交流励磁による回転界

磁と機械動力による導体の回転運動との電磁 (ウ) 作用で二次回路に電圧を発生させる

(ウ) 発電機がある。商用電源が停電したときなどに備える非常用発電装置は、一般に、

独立運転が可能な同期発電機が用いられる。

負荷に対して適切な発電機容量とするために、非常用発電装置では、交流発電機の出力と

(ア) の出力との整合をとる必要があり、一般に、整合率が (エ) となるように設計

される。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 相 互 ② 誘 導 ③ 力 率 ④ 放 射

⑤ 電動機 ⑥ ＡＶＲ ⑦ 原動機 ⑧ 電 力

⑨ ボイラ ⑩ 振 幅 ⑪ 干 渉 ⑫ 周波数

⑬ ０.５未満 ⑭ ０.６以上で１.０未満

⑮ １.０以上で１.５未満 ⑯ ２.０以上

(２) 次の文章の 内の(オ)～(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、そ

の番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) 同期発電機の構造などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① エンジン発電装置に用いる同期発電機には、回転電機子形と回転界磁形がある。

このうち回転界磁形は、界磁の部分が回転する構造であるため、回転電機子形と同

様に滑動環(スリップリング)が必要である。

② 回転界磁形同期発電機の界磁の磁極形式は、低速のものには、凸極形が用いられ

るが、高速のものについては、遠心力が強く風損も大きいので、これを避けるため、

円筒形が用いられるものが多い。

③ 回転電機子形同期発電機は、電機子巻線の高圧絶縁や遠心力に対する保護が容易

であり、滑動環が不要であるため、大容量の交流発電機に多く使用されている。

④ 励磁方式の一つに、整流器を回転子に搭載し、固定界磁の直流励磁機と組み合わ

せたブラシレス励磁方式がある。
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(ⅱ) 同期発電機の定格出力などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ)

である。

＜ ＞(カ)の解答群

① 発電機の時間定格は、一般に、連続定格が標準として採用され、非常用発電機と

して用いる場合も、連続定格の発電機が用いられる。

② 発電機の極数、出力周波数及び回転速度との間には一定の関係があり、回転速度

が１,０００ rpm で、出力周波数が５０ Ｈz の場合、極数は８となる。   

③ 発電機の定格電圧は、一般に、低圧系は２００Ｖ級又は４００Ｖ級、高圧系は

３,３００ Ｖ 又は６,６００ Ｖ を標準としている。   

④ 発電機の定格力率は、一般に、遅れ力率８０ ％ としている。 

(ⅲ) 同期発電機と高調波の関係について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 全電機子高調波電流によって生ずる制動巻線の発熱量に等しい熱を発生する電機子逆相電

流は、等価逆相電流といわれる。

Ｂ 高調波を発生する負荷を発電機に接続すると、高調波電流により発電機の回転子表面、特

に制動巻線が発熱し、これが過熱状態になることにより、巻線の絶縁及び強度の低下を招き、

発電機の焼損を引き起こす場合がある。

Ｃ 高調波電流に対する対策として、発電機の制動巻線の許容電流を大きくする方法がある。

また、負荷側での対策の一つに、高調波を発生する負荷と発電機間に、アクティブフィルタ

などを挿入する方法がある。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅳ) 同期発電機の効率、損失などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ 効率には、入力と出力を実測して算出する実測効率と、規定の方法に従って測定又は算定

した損失と出力から算出する規約効率がある。

Ｂ 規約効率の算定に含まれる損失を分類すると、固定損、直接負荷損、励磁回路損、漂遊負

荷損などがある。

Ｃ 規約効率の算定に含まれる損失における直接負荷損としては、うず電流損、ヒステリシス

損などの無負荷鉄損がある。

＜ ＞(ク)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問５ 通信用電源設備における設備設計に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の図は、通信設備センタにおける高圧受電設備の単線結線図の一例を示したものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(２点×４＝８点)

<(ア)～(エ)の解答群>

① 進相コンデンサ ② 電力量計 ③ 絶縁抵抗計 ④ 避雷器

⑤ 電圧計切換スイッチ ⑥ 発電機 ⑦ 過電圧継電器 ⑧ 電圧計

⑨ 直列リアクトル ⑩ 変流器 ⑪ 過電流継電器 ⑫ 検相器

⑬ 電流計切換スイッチ ⑭ 周波数計 ⑮ 地絡継電器 ⑯ 断路器

高圧商用電力
構 外

構 内

不足電圧継電器

(ウ)

(エ)

(ア)

(イ)

零相変流器

柱上気中開閉器

取引用変成器
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。(３点)

受配電設備の配線に使用されるケーブルの種類や用途などについて述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① ＶＶケーブルは、絶縁、被覆ともビニルを使用したもので、低圧屋内配線に多く

使用される。

② ＣＶケーブルは、架橋ポリエチレンで絶縁し、耐燃性ポリエチレンで被覆したも

ので、低圧、高圧及び特別高圧まで広い範囲で使用される。

③ ＣＶＶケーブルは、ＶＶケーブルと同じ構造をしているが、制御回路用配線に使

用するための多心ケーブルがある。

④ ＶＣＴケーブルは、可とう性に優れ、移動用電気機器の配線などに多く使用される。

(３) 次の図は、ある通信設備センタの受電設備から負荷設備Ｌ１及び負荷設備Ｌ２に電力を供給し

た場合における負荷設備ごとの１日の負荷電力の変化を示したものである。この受電設備につい

て、 内の(カ)～(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を

記せ。ただし、負荷設備の総合力率は、８０ ％ で変化しないものとする。また、答えは、四捨 

五入により整数とする。 (３点×３＝９点)

(ⅰ) 不等率の値は、 (カ) ％ である。 

＜ ＞(カ)の解答群

① ５０ ② ８０ ③ １２５ ④ １６０ ⑤ ２００

(ⅱ) １日の負荷率の値は、 (キ) ％ である。 

＜ ＞(キ)の解答群

① ５０ ② ６３ ③ ８０ ④ １２５ ⑤ １６０

(ⅲ) 必要とする受電設備容量の値は、最低 (ク) kＶＡ である。 

＜ ＞(ク)の解答群

① ６４０ ② ８００ ③ １,０００ ④ １,２５０ ⑤ ９,６００
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試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。なお、試験問題では、R 及び TM を 

明記していません。 

 

(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 

(3) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。 

 

 

    

(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 

(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、常用漢字 

以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) ・輻輳(ふくそう)  

          ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 

(6) バイトは、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の８桁、８ビットです。 

 

(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般に、使われる 

頻度が高いバイトを用いています。 

 

(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 

(9) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤りだけで誤り 

     文とするような出題はしておりません。 

 

  

新図記号 旧図記号


